
1987年出上の木簡

奈
早

紀

寺

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
大
字
小
山

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
八
月
を
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
牛
川
喜
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
後
半
を
八
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

紀
寺
跡
は
藤
原
京
左
京
八
条
二
坊
に
あ
り
、
平
城
京
の
紀
寺
の
前
身
寺
院
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。　
一
九
七
四
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
南
門

。
中
門

。
金

堂

・
講
堂
が
南
北
に
並
び
、
中

門
か
ら
出
た
回
廊
が
講
堂
に
取

り
付
く
伽
藍
配
置
と
、
南
門
に

取
り
付
く
南
面
大
垣
等
が
確
認

さ
れ
た
。
塔
は
中
軸
線
上
に
も
、

金
堂
西
南
部
に
も
検
出
さ
れ
ず
、

則

未
調
査
の
東
南
部
に
想
定
さ
れ

借

る
。紀

寺
の
造
営

。
廃
絶
の
時
期

は
あ
ま
り
明
瞭
で
は
な
い
が
、
軒
瓦
等
か
ら
金
堂
等
の
中
心
伽
藍
は
七
世
紀
後

半
代
に
、
南
門
や
大
垣
は
藤
原
官
の
造
営
と
並
行
し
て
整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
、
金
堂
跡
に
瓦
窯
の
作
ら
れ
る
奈
良
時
代
末
ｉ
平
安
時
代
初
め
に
は
廃
絶
し

て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
一
九
八
七
十

一
次
調
査
は
、
寺
域
東
南
部
で
水
田
改
良
工
事
の
事
前

調
査
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
調
査
地
は
南
北
二
六
ｍ
、
東
西

一
五
ｍ
、
面
積

は
三
九
〇
♂
で
あ
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
大
小

一
六
基
の
土
疲
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
土
城
は

東
西
方
向
の
濤
状
を
呈
す
る
も
の
が
多
く
、
調
査
地
の
西
寄
り
に
南
北
に
並
ぶ
。
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形
態
や
埋
上
の
状
況
、
遺
物
の
種
類
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。　
一
例
を
示
す
と
、

Ｓ
Ｋ
一
一
は
東
西
二

・
二
ｍ
、
南
北

一
・
一
ｍ
、
深
さ

一
・
四
ｍ
で
、
中
央
部

は
円
形
で
や
や
深
い
。
埋
土
は
、
上
層
は
木
た

，
瓦

・
土
器

・
焼
上
を
含
む
暗

裾
色
粘
上
で
あ
り
、
中
層
は
銅
淳

・
木
成
を
含
む
短
期
間
に
埋
め
ら
れ
た
層
、

下
層
は
砂

・
葉
を
含
む
青
灰
色
粘
土
で
あ
る
。
多
く
の
上
羨
か
ら
炉
床

・
フ
イ

ゴ
羽
口
・
対
場

・
湯
日
・
バ
リ
の
層
が
出
上
し
た
。
Ｓ
Ｋ
一
〇
に
は
漆
の
容
器

と
し
て
使
用
さ
れ
た
大
量
の
重
類
が

一
括
投
棄
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
僅
か
な
が

ら
金
箔
が
出
上
し
た
。

こ
れ
ら
の
上
残
は
紀
寺
造
営
終
了
時
に
、
鋳
銅
工

・
漆
工

・
箔
工
等
が
作
業

し
て
い
た
工
房
の
廃
上
に
伴
い
、
不
用
物
を
投
棄
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、
そ
れ

は
藤
原
京
の
造
営
に
伴
う
寺
域
内
外
の
整
備
と
も
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
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９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
飛
鳥

・
藤
原
官
発
掘
調
査
概
報

一
八
』

（
一
九

八
八
年
）

（加
藤
　
優
）

木
簡
は
銅
津
層
下
の
木
製
品

。
木
片

。
自
然
木

・
葉
を
含
む
層
と
、

上
の
粘
土
層
か
ら

一
四
点
出
上
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
断
片
か
削
暦
で
、

み
ら
れ
る
も
の
が
二
点
あ
る
他
は
意
味
の
取
れ
る
も
の
が
少
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容
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